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â
.:.

は

，
；
果

-.y

て
.如

：
何

な‘：
る

も

の‘：

な
.：.

し

か
.。
.
.
.
.
，
ダ
.
‘
>

い 

.

滞
廣
、

'
J
^
S
S
I
n
;
)

：
辟

.說

.
翁
ポ
於
ぜ
蒸
ポ
；
學き

' 

-遷號

：-

S
:

0 1

I
i

}

!ん》{

\\



I:

\

:

:

;

シ

猪

十

ま'卷

：-

'(

3

農

：)

_

:

論

，

說
'

:

嚴

職

に

於

け>
0

貨

1

 

か

遵

學

説 

.
第

i

 

H

r

a
 

ト

.r
ン

，.
は

'
.其

の

函

家

偷

ホ

に

於

：

V

高

利

®

を

呼

ぶ

に

蜜

峰

を

以

て

し

、
彼

れ

等

は

其

の

刺

針

.
即

 

ち

貨

幣

を

彼

れ

等

が

職

牲

者

に

‘
差

込

み

て

、
魏

金

(

§

普

は

即

ち

利

子

r
c

k

ミ

若

レ

く

ほ

r

ル

I
f

a
.

 

ぃ

生

：
す

.i
h

^
^

j
r

本

の

，
滴

r

デ

s
<
J
>
c
a
a
§

,
.

を

.
意

映

す

)

に

對

し

て

墙

殖

せ

る

利

子

を

所

得

す

る

に

由

 

.

.タ

.
て

.
ネ

を

嗤

錢

し

，
多♦數

.
の

：

懒

情

激

’
ご

貧

：
困

紫

を

以

て

國

家

を

满

す

も

の

V

爲

せ

タ

(
R

e
p

,

 

P

 

5
5

5
1

.
)
，パ
：
；

.
又

れ

其

：
の.「
法

雄

論

」

中

：
に

^
^
^ ̂

?
し

W

信

用

せ

ざ

ろ

者

に

貨

联

を

を

す

サ

.ら
す
"又
.：

利
子
を
；徵
：し
：て
货
.觀

を

貸

與

す

可

ら

ず

、蓋
し
、借
，宇
に
，収

タ

て

は
利
子
恭

-
 

.

.

.

.
- 

-

. 

.

.

.

.

..

.

. 

,■.

,
f
u 

^

，元

.

.本

Q
,

孰

.

.れ

，
A

適

'法

：
に

：
之

か
.を

返

濟

す

.
可

S5
V
.

も

の

に

‘
非

ざ

る

‘
.可

；
.し

W

 

.做

せ

ら

(
L

a
w

s
,

 

.
.
:
v
,

 

7
4

2

ホ

斯

<

 

て
，

’

れ

ほ

金

货

を

以

て

職

業

と

す

る

を

禁

じ

(
i
b
.
l
d
,

 

7
4

3

 

b
)
、

信

‘用

取

引

は

法

に

依

 

,
.6

,

て

保

識

せ

ら

れ

ざ

る

も

の

ご

做

せ

り

(
i
b
i
d
,

 

v
l

n
.

 

8
4

9
W

-
8

S
A

,

 

X
L

 

2

5
 

B
-

E
)
。

而

し

.
て

任

意

契

 

.約

は

各

自

の

i
g

臉

に

於

て

行

は

る

可

き

も

の

な

.

A
{

R
e

p
.

 

V
I
I
I
,

 

5

’s

 

a
,

e
)
。

，
然

れ

ど

も

彼

れ

は

又
や
明
：.
1
1
1
"
^
^

他
の
契
約
逮
反
の

.揚
合
、即
ち
收
受
し
た
る
勞
作
に
對

.し
？1

個

年
の
後
じ
於
て
"猶

.
•
-
•
•
•
- 

.

. 

- 

> 

: 

.

. 

.
'

故
意
に
其
の
報
酬
の
支
挪
を
您
力
る
場
合
に
は
賠
償
ぐ
し
て
一
，個
月
一
ド
ラ
ッ
ク
メ
に 

、就
へ
タ

j

 

が
.，
タ

ラ

ス

、
換

，言

ず

れ

ぱ

、

，一

ヶ

年I
I

十
割
の
支
挪
を
命
じ
ね
り

(
L

a
w

s
,

 

x
i
.

 

p
.

 

9
3
1
.  

p

CfV V, 

p* 

7/̂
2. 

p
,んalmâ
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